
■米国：PG&E社が新たなネットメータリング制度へ移行 

2016年 12月 16日付の報道によると、カリフォルニア州の電力会社である PG&E（Pacific 

Gas & Electric）社は、ネットメータリング（NEM）プログラムで受け付けているルーフ

トップ太陽光の容量が上限に達したことから、今後は NEM2.0 で申込を受け付ける。

NEM2.0 は、NEM と同様にルーフトップ太陽光の余剰電力を小売料金で買い取る。

1,000kW以下の太陽光発電のオーナーは、グリッド連系時に145ドルを1回支払うのみで、

NEM2.0へ参加できる。NEM2.0へ参加する顧客には、時間帯別料金（TOU）が適用され

る。 


